
（毎月10日発行）

　　人ロの動き

一　2月1日現在一

男4，876（一3）

女4，980（＋4）

計9，856（＋1）
世帯数2，344（＋1）

　　（）前月比較

広

奪

948－01新潟県中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地　　（80257－68－3111）

　　　　　発行　町長南雲春雄　編集総務課文書広報係　印刷白南風社
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2月の休日救急医

院（本町西）

院（袋　町）

院（神明町）

医
医
医

田
　
口
　
田

池
山
富

12日

19日

26日

3月上旬の予定

条）院（下

所
医
療

口

手診
山
千

4日

11日

ど
か
雪
に
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の
威
力

も
半
減
し
ま
す
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の

が
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
で
す
。

　
市
街
の
大
が
か
り
な
除
雪
は
、
交
通

量
の
少
な
く
な
る
夜
間
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。　

先
月
三
十
日
に
は
、
上
野
の
県
道
で

除
雪
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
台
の

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
と
五
台
の
ダ
ン
プ

カ
ー
で
、
夜
六
時
半
か
ら
三
時
間
く
ら

い
か
か
り
、
七
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
路

面
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
除
雪
路
線
に
は
ラ
ン
ク
が
つ
け
て
あ

り
、
そ
の
順
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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議会

告報

固イ

第
一
回
町
議
会
臨
時
会
が
、
先
月
二
十
八
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
税
条
例
の
一
部
改
正
、
そ
れ
に

一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
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人
住
民
税

人
間
控
除
を
七
千
円
ア

▽
税
条
例
の
一
部
改
正

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
個
人
住
民
税
の

所
得
控
除
な
ど
が
、
地
方
税
法
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
措
置
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
所
得
税
の
五
十
八
年
分
減

税
に
対
応
し
て
特
例
的
に
実
施
さ
れ
る

も
の
で
、
五
十
九
年
度
住
民
税
の
本
格

減
税
が
定
ま
る
前
に
、
上
乗
せ
分
の
み

を
決
め
た
も
の
で
す
。

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控

嚢難駿
　
饗

蒙懇難灘総
　　　　　　　　　　碧

韓　 灘1

灘毒
載
、
蟹
羅

ッ
プ

除
の
人
的
控
除
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
七
千
円
ず
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
の

適
用
対
象
者
の
所
得
限
度
額
も
一
万
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
三
十
万
円
以
下
と
な

り
ま
す
。

道
路
除
雪
費
を

七
百
八
十
万
円
追
加

▽
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

態
　
が

　
　
　
会

　
　
　
戸
員

鍵
委

　
　
　
別

　
　
　
特
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対

　
　
　
害

　
　
　
雪

町内各地の豪雪状況調査

　
（
第
五
号
）

　
既
定
の
予
算
に
九
百
四
十
六
万
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
十
八
億
七
千
八
百
五
十
二
万

五
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
町
民
税
を
千
四
百
五
十

八
万
九
千
円
、
固
定
資
産
税
を
千
九
百

八
十
七
万
一
千
円
増
や
し
た
の
に
対
し
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
は
二
千
五
百
万

円
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
目
だ
っ
た
も
の
は
、
道
路
除

雪
費
の
七
百
八
十
万
円
の
追
加
で
、
こ

れ
で
一
億
七
百
九
十
一
万
四
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
豪
雪
の
中
で
の
生
活
道
路

の
確
保
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。

▽
五
十
八
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
予
算
総
額
の
四
億
三
千
三
十
万
二
千

円
は
増
減
せ
ず
、
総
務
費
の
不
足
分
二

十
万
八
千
円
を
予
備
費
か
ら
回
し
て
い

ま
す
。

　
議
会
の
雪
害
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、

先
月
二
十
日
に
町
内
各
地
の
豪
雪
状
況

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
道
路
の
状
態
や
公
共

施
設
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
状
態
な
ど
を

調
べ
、
今
後
の
雪
害
対
策
に
役
だ
た
せ

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
二
十
日
朝
の
積
雪
は
、
臼
倉
が
二
五

三
セ
ン
チ
、
高
倉
で
は
二
八
一
セ
ン
チ

で
し
た
。

（
写
真
は
小
白
倉
地
内
の
状
況
調
査
）
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昭
和
の
初
め
、
日
本
は
、
鉄
道
を

中
心
に
満
州
で
特
殊
権
益
を
持
ち
、

「
満
蒙
は
日
本
の
生
命
線
で
あ
る
」

と
強
調
し
て
全
土
を
占
領
し
、
中
国

側
の
強
い
抗
議
を
無
視
し
て
満
州
国

を
建
国
（
昭
和
七
年
）
し
た
。

　
満
州
国
が
で
き
る
と
、
　
「
赤
い
夕

陽
の
満
州
」
は
に
わ
か
に
脚
光
を
浴

び
、
日
・
満
・
蒙
・
漢
・
鮮
の
五
族

協
和
に
よ
る
王
道
楽
土
の
建
設
が
打

ち
出
さ
れ
て
、
日
本
人
の
手
に
よ
る

農
業
開
発
が
強
力
に
推
進
さ
れ
た
。

　
満
州
移
民
が
国
策
と
し
て
進
め
ら

れ
た
の
は
、
三
つ
の
目
的
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
第
一
は
、

昭
和
初
期
の
恐
慌
で
貧
困
が
そ
の
極

に
達
し
た
農
村
の
崩
壊
を
救
う
た
め

に
、
五
反
未
満
の
零
細
な
農
家
（
二

百
万
戸
）
を
半
分
に
減
ら
す
こ
と
で

あ
っ
た
。
第
二
は
、
こ
う
し
た
農
家

を
満
州
に
移
民
さ
せ
て
、
満
州
国
の

治
安
・
経
済
・
社
会
を
日
本
人
の
手

で
担
わ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
三
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夢

は
、
特
に
北
満
州
へ
移
民
を
多
く
送

っ
て
、
対
ソ
連
防
備
の
一
翼
を
担
わ

せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
満
州
移
民
が
始
ま
る
と
、
日
本
軍

は
現
地
人
か
ら
武
器
を
取
り
上
げ
、

彼
ら
の
伝
来
の
土
地
を
安
価
で
強
制

的
に
買
い
上
げ
た
。
怒
っ
た
中
国
農

民
が
暴
動
を
起
こ
す
と
、
関
東
軍
が

出
動
し
て
鎮
圧
し
、
そ
の
た
び
に
多

く
の
中
国
人
が
慶
殺
さ
れ
た
。

　
昭
和
十
二
年
に
、
向
後
二
十
年
間

に
農
業
移
民
百
万
戸
を
送
り
出
す
計

画
が
具
体
化
す
る
と
、
翌
十
三
年
か

ら
本
格
的
な
移
民
が
始
ま
り
、
満
州

拓
殖
公
社
（
満
拓
）
が
設
立
さ
れ
て
、

移
民
者
に
住
宅
や
施
設
・
土
地
な
ど

を
提
供
し
た
。
こ
の
年
、
満
蒙
開
拓

青
少
年
義
勇
軍
の
募
集
も
開
始
さ
れ
、

毎
年
三
万
名
の
若
者
を
北
満
州
に
送

り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
県
に
拓
務
課
が
設
置
（
十
五
年
）

さ
れ
る
と
、
移
民
の
呼
び
か
け
は
い

っ
そ
う
強
く
な
り
、
中
魚
沼
郡
で
は

津
南
郷
開
拓
団
が
十
六
年
に
入
植
し
、

田
沢
・
水
沢
・
貝
野
の
三
か
村
で
編

成
さ
れ
た
共
栄
村
が
十
七
年
に
入
植

し
た
。

　
仙
田
村
が
、
満
州
へ
の
分
村
に
向

け
て
大
き
く
動
き
始
め
た
の
は
、
中

魚
沼
郡
が
県
か
ら
「
開
拓
特
別
指
導

部
」
に
指
定
さ
れ
た
昭
和
十
七
年
か

ら
で
、
当
時
の
新
潟
中
央
新
聞
（
三

月
七
日
付
）
は
、
そ
の
模
様
を
あ
ら

ま
し
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
仙
田
村
で
は
開
拓
国
策
に
順
応
し
、

本
年
度
か
ら
向
こ
う
二
か
年
計
画
で
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豪雪対策本部を設置

　町では、1月18日午後4時に豪雪対策本部
を設置しました。

　雪による事故や危険箇所を発見された方は、

ただちに役場の豪雪対策本部（盈68－3111

有線2133）へ連絡願います。

豪
雪
克
服
に
は

み
ん
な
の
協
力
が
必
要

　
豪
雪
対
策
本
部
の
設
置
は
三
年
ぶ
り

で
す
。

　
五
六
豪
雪
の
と
き
に
は
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
作
業
中
に
転
落
し
た
り
、
池
や

川
に
落
ち
た
り
で
、
三
人
も
の
方
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
な
だ
れ
や
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
爆
発
に
よ
る
被
害
も
起
こ

り
ま
し
た
。

　
な
だ
れ
や
交
通
事
故
、
火
災
に
対
し

て
の
気
配
り
は
も
ち
ろ
ん
、
除
雪
作
業

や
水
道
の
節
水
な
ど
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
豪
雪
を
み
ん
な
の
手
で
克
服

し
ま
し
ょ
う
。

（単位：cm）川西町の積雪状況

月日 59年 58年 57年 56年
1　・　1 132 50 14 220
1　・　5 155 42 15 257
1　・10 190 110 30 260
1　・15 200 154 70 370
1　・20 245 122 116 385
1　・25 302 156 78 382
1　・31 296 120 150 393
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●

9
今
年
は
十
七
人

山野田の北村クメさん

　
川
西
町
で
今
年
米
寿
（
八
十
八
歳
）

を
迎
え
ら
れ
た
方
は
十
七
人
で
す
。
明

治
三
十
年
生
ま
れ
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

　
先
月
七
日
に
、
町
長
、
民
生
委
員
総

務
、
社
会
課
長
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お

宅
を
訪
問
し
、
朱
色
の
座
布
団
を
贈
り
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
お
い

で
で
し
た
。

＊
米
寿
の
方
々
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
世
帯
主

宮
　
　
　
　
茎
　
　
（
啓
　
一
）
山
野
田

北
村
ク
メ
　
（
日
出
太
）
山
野
田

小
海
保
貞
　
　
（
和
　
男
）
田
中
町

中登田高米高羽小田久村村茂小
条坂村橋山津鳥林村節山畷
松カノ安サホ福ト勘業ス庄ラ平

吉ウイ国クモ松ヤ治郎イ八ク吉

（
チ
　
ョ
）
学
校
町

（
忠
　
治
）
高
原
田

（
勇
太
郎
）
高
原
田

ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ノヘ　ハ　ハ
歳　定安一　副市徳次義
　求　　　正太
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大岩赤高室塩木元上上伊
倉瀬谷倉島辛落町野野友

蘇

尽五
十
戸
以
上
の
開
拓
民
を
送
出
し
、

中
火
梨
に
仙
田
村
を
建
設
し
よ
う
と

鋭
意
努
力
し
、
目
下
、
開
拓
民
送
出

の
た
め
に
部
落
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
る
。
二
月
二
十
日
に
は
、
花
嫁
招

致
に
帰
郷
中
の
拓
士
二
名
に
、
増
田

村
長
夫
妻
の
あ
っ
せ
ん
で
神
前
合
同

結
婚
式
を
挙
行
し
た
（
津
南
町
史
資

料
集
）
。

　
仙
田
村
で
は
、
渋
海
川
に
沿
っ
て

散
在
す
る
十
五
の
集
落
を
二
つ
に
割

り
、
そ
の
比
率
に
応
じ
て
優
秀
な
開

拓
農
民
を
送
り
出
し
、
も
う
一
つ
の

仙
田
村
を
満
州
に
つ
く
る
方
針
で
分

村
計
画
を
進
め
た
。

　
団
長
と
し
て
白
羽
の
矢
が
向
け
ら

れ
た
の
は
、
役
場
の
勧
業
の
仕
事
を

担
当
し
て
い
た
岩
瀬
の
登
坂
久
吉
氏

で
、
村
民
に
信
頼
の
厚
い
こ
の
人
が

団
長
を
受
け
る
と
、
登
坂
さ
ん
が
行

く
の
な
ら
自
分
も
と
い
う
人
た
ち
が

後
に
続
い
た
。
女
系
の
た
め
に
、
兵

隊
を
出
さ
な
い
で
肩
身
の
狭
い
思
い

を
し
て
き
た
家
で
は
、
嫁
を
満
州
へ

や
る
こ
と
で
御
国
の
役
に
立
つ
な
ら

と
、
満
州
行
を
説
き
、
娘
も
こ
れ
に

応
え
て
、
健
気
に
も
大
陸
に
骨
を
埋

め
よ
う
と
決
意
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
村
を
挙
げ
て
の
呼
び
か

け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
移
民
の
対
象

者
は
出
征
中
で
、
わ
ず
か
に
残
っ
た

在
郷
軍
人
や
、
青
年
学
校
生
徒
の
一

部
が
応
募
し
た
だ
け
に
終
わ
り
、
十

六
名
の
仙
田
開
拓
団
が
中
火
梨
に
入

植
し
た
の
は
、
日
本
の
敗
色
が
濃
く

な
っ
て
き
た
昭
和
十
九
年
（
庚
徳
十

一
年
）
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
土
の
戦
士
と
た
た
え
ら
れ
、
理
想

郷
の
建
設
を
夢
み
て
渡
満
し
た
人
た

ち
も
、
中
国
民
衆
の
側
か
ら
見
れ
ば

ニ
ク
イ
侵
略
者
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に

敗
戦
と
同
時
に
加
害
者
と
し
て
扱
わ

れ
、
自
ら
は
建
国
の
被
害
者
と
な
っ

て
、
二
重
の
十
字
架
を
背
負
い
な
が

ら
満
州
の
広
野
を
さ
ま
よ
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
一

倍
責
任
感
の
強
か
っ
た
登
坂
久
吉
団

長
は
現
地
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

　
三
十
八
年
の
歳
月
が
流
れ
て
も
、

世
間
は
話
題
に
し
な
く
な
っ
て
も
、

あ
の
悲
惨
な
体
験
を
決
し
て
忘
れ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
当
時
、
仙
田

村
か
ら
事
務
職
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

現
地
で
敗
戦
を
迎
え
、
丸
刈
り
の
男

装
で
命
か
ら
が
ら
引
き
揚
げ
た
南
雲

冊
子
さ
ん
（
中
仙
田
）
は
、
　
「
今
も

悪
夢
に
さ
い
な
ま
れ
る
」
と
語
っ
て

お
ら
れ
る
。

　
今
度
、
登
坂
団
長
ご
子
息
ら
の
協

力
に
よ
り
、
仙
田
開
拓
団
員
や
青
少

年
義
勇
軍
は
じ
め
、
川
西
郷
か
ら
渡

満
し
て
苦
労
さ
れ
た
方
々
の
手
記
を

ま
と
め
た
「
町
史
こ
ぼ
れ
話
・
第
五

集
」
　
“
川
西
郷
の
満
州
移
民
”
が
発

刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

新
町
新
田
部
落
・
内
山
重
義
・
若
山

三
郎

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

村
会
議
決
書
（
一
八
八
三
）
ほ
か

翻麟覇

　　照　椰
謹
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ロ

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
　
一

い
て
、
前
号
に
は
一
般
会
計
を
掲
載
し
一

ま
し
た
が
、
今
回
は
七
つ
の
特
別
会
計
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
日

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
実
施
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

す
る
場
合
や
、
特
定
の
歳
入
を
特
定
の
　
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

歳
出
に
充
て
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
制
　
藺

度
で
、
一
つ
の
事
業
の
収
支
を
表
し
ま
　
一

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
経
費
節
減
に
努
力
し
た
結
果
、
特
別
　
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

会
計
全
体
で
は
四
千
三
百
四
万
円
の
黒
』

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
＼
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
　
万

ー
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
ー
ー
ー
1
1
ー
ー
￥
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

農
業
共
済

　
農
業
共
済
事
業
で
は
三
千
八
百
五
十

万
円
と
い
う
大
幅
な
黒
字
が
出
ま
し
た
。

　
農
作
物
共
済
に
は
千
三
百
七
十
三
戸

が
加
入
、
引
受
面
積
は
九
百
八
十
ニ
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
稲
の

作
況
指
数
が
ニ
ニ
を
示
し
た
と
お
り
、

共
済
金
の
支
払
い
は
、
わ
ず
か
三
十
五

万
三
千
円
で
し
た
。
全
相
殺
方
式
の
千

一8千万円

一　7千万円

一6千万円

一　5千万円

手
地
区
に
は
共
済
金
は
支
払
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
畑
作
物
（
大
豆
）
共
済
の
加
入
は
五

十
四
戸
で
し
た
。

　
五
十
七
年
度
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
り
、

災
害
、
病
害
虫
の
発
生
も
少
な
く
、
順

調
な
年
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
関
係

機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
災

害
の
未
然
防
止
に
当
た
り
ま
す
。

一4千万円

3千万円

一　2千万円

1干万円

57年度の決算状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　隔　　　　　　　　セ　　　　　　　　ニ
　　　　　　　、　　　　　　、　　　　　、　　　　、　　　　、　　　、』　　、　、

噛、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　二

簡
易
水
道

　
水
道
使
用
料
は
田
戸
簡
水
を
除
き
、

そ
れ
ぞ
れ
伸
び
て
い
ま
す
。
全
体
で
は

二
千
五
百
五
十
五
万
五
千
円
で
す
。

　
公
債
費
の
支
出
の
六
九
パ
ー
セ
ン
ト

に
当
た
る
二
千
五
十
万
円
が
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

、、
へ
き
地
出
張
診
療
所

隔ヤ軸
　
診
療
収
入
は
歳
入
の
四
九
パ
ー
セ
ン

『
ト
を
占
め
る
九
百
九
十
一
万
円
で
す
。

五
十
七
年
度
に
は
延
べ
千
七
百
八
十
六

人
の
方
々
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

、
決
算
で
は
百
十
六
万
二
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
水
は
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
夏
期
は
も
ち
ろ
ん
、
冬
期
の
維

持
管
理
に
も
努
力
し
て
い
る
と
ご
ろ
で

す
。

農
業
共
済

七
五
、
五
九
八
千
円

リ
ヨ
　
コ
　
ロ
　
ロ
　
ヨ
　
　
　
ヨ
　
さ
　
さ
　
の
ヨ
　
ヨ
　
ロ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
コ

、
、
国
保
診
療
所

、

簡
易
水
道

醸

一：i＝ミi多多

一嚢i髪
三iiliき

一iii：き〆

＿＝蘭
　鞭

へ
き
地
出
張
診
療
所

ゲ
ノ
　
ズ
ニ
ズ
ズ
　
あ
ダ
ノ
　
　
　
ノ
ゑ

．
二
六
、
〇
七
七
千
円

　
考
乙
－
多
／
／
　
．
－
／
z
房
多

　
　
■
　
■
…
…
、
…
：
・
、
き
∈
’
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、

二
〇
、
〇
六
八
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
，
、

ヤ、
　
千
手
診
療
所
の
会
計
決
算
で
す
。

、
　
歳
入
の
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

　
診
療
収
入
は
、
国
保
診
療
報
酬
が
三
ニ

　
パ
ー
セ
ン
ト
、
社
保
診
療
報
酬
収
入
が

　
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

　
す
。
患
者
延
数
は
一
万
七
千
八
百
人
で

　
し
た
。

笏
勿
髪
　
勿

　
　
　
　
■
国
保
診
療
所

　
　
　
　
　
　
、
／
　
、
　
多

／
八
　
、
○
八
七
千
円
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　

襯
．
　
　
　
　
　
　
。
㌔
、
罰
”
器
畳
蝿
蹴

八
二
、
九
六
一
千
円

　
、
ー
5
5
彊
酵
1
ー
雛
量
響
麿
肇
愚
o

ヤ

、
、
歯
科
診
療
所

、

ま
す
。

　
六
百
万
九
千
円
の
赤
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
が
、
仙
田
地
区
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
守
る
唯
一
の
医
療
機
関
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　

診
療
用
ジ
ー
プ
を
百
七
十
八
万
円
で

購
入
し
、
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
豪
雪
と
い
う
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
、

ま
た
出
張
診
療
と
い
う
条
件
下
で
の
医

療
活
動
は
な
か
な
か
た
い
へ
ん
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
実
質
収
支
で
百
八
十
七
万
四
千
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

、

　　　、　　　　、　　　　　、　　　　　　、

　
歯
科
診
療
所
は
昭
和
四
十
五
年
十
月

に
開
設
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

利
用
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
五
十

七
年
九
月
に
そ
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
歳
出
決
算
額
の
三
千
百
六
十
一
万
二

千
円
に
対
し
、
歳
入
は
診
療
収
入
が
五

七
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
れ
に
財
産
収
入
と

諸
収
入
を
加
え
、
不
足
分
の
三
七
パ
ー

セ
ン
ト
は
繰
入
金
に
よ
っ
て
補
っ
て
い

ま
す
。
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囲歳入

脇歳出

4億円一

3億円

国
民
健
康
保
険

2億円

国
民
健
康
保
険

1億円

　
五
十
七
年
度
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は
、
千
四
百
四
十
一
世
帯
・
四
千
七

百
八
十
二
人
で
し
た
。
町
全
体
の
四
八

パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
り
ま
す
。
加
入
率

は
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
一
億
五
千
九
百
五
万
四
千

円
余
り
と
な
り
、
一
世
帯
当
た
り
で
十

一
万
三
百
七
十
八
円
、
一
人
当
た
り
で

は
三
万
三
千
二
百
六
十
一
円
負
担
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
年
齢

層
が
比
較
的
高
い
こ
と
か
ら
医
療
費
の

増
加
も
否
め
ま
せ
ん
。
保
険
料
の
給
付

は
四
億
三
千
七
百
九
万
四
千
円
で
、
一

人
当
た
り
に
す
る
と
九
万
一
千
四
百
四

円
に
も
及
び
ま
し
た
。

　
決
算
額
を
見
ま
す
と
、
五
百
二
十
六

歯
科
診
療
所

　
　
　
　
　
　
多
　
　
　
髪

．
三
　
、
六
＝
一
千
円

老
人
保
健

万
九
千
円
の
黒
字
が
出
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
が
総
額
の
五

八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
二
億
八
千
二

百
四
十
八
万
三
千
円
、
保
険
料
は
三
三

パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
全
体
の

九
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、
前
年
よ
り

約
百
十
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

高
額
療
養
費
に
つ
い
て
は
三
百
万
円
も

増
え
ま
し
た
。
五
十
八
年
二
月
に
老
人

保
健
制
度
が
発
足
し
、
九
百
四
十
一
万

四
千
円
が
拠
出
金
と
し
て
支
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
集
団
検
診
や
早
期
診
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
が
医
療
費
の
節
約
に
つ
な

が
り
、
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
国
民
健
康
保
険
の
健
全
運
営

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　　慧

　　、

去繋公

四
七
七
、
一
七
六
千
円

四
八
二
、
五
四
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ニ
七
、
九
七
九
千
円

、
Z

騨一・聯ロー一騨囎一一自ロ陽騨一一一，融o融葡－闘隔｝ロD聯囎一，畠葡齢一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

黙
三
〇
、
　
≡
二
千
巴

　
　
　
　
、
，
、
鼠

　
　
　
　
5

3千万円一

2千万円南

老
人
保
健

1干万円閣

　
昭
和
五
十
八
年
二
月
に
老
人
保
健
法

が
ス
タ
ー
ト
し
、
七
十
歳
（
寝
た
き
り

の
人
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
す
べ
て
の

お
年
寄
り
は
こ
の
制
度
で
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
か
月
間
の
会
計
で
し
た
が
、
二
百

十
四
万
四
千
円
が
翌
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
ま
し
た
。

　
歳
入
の
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
支
払
基

金
交
付
金
、
歳
出
で
は
九
九
パ
ー
セ
ン

ト
が
診
療
報
酬
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
き
ー
ん

協ね
国
民
年
金
の
保
険
料

　
四
月
か
ら
六
千
二
百
二
十
円
に

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
今

年
四
月
か
ら
一
か
月
六
千
二
百
二
十

円
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

所
得
の
高
い
人
や
低
い
人
な
ど
、
階

層
が
非
常
に
複
雑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
殊
性
を
考
え
て
、
国

民
年
金
の
保
険
料
は
定
額
制
を
と
り
、

急
激
な
負
担
増
を
差
し
控
え
て
、
毎

年
徐
々
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
方
法

が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
の
財
政
は
、
受
給
者
の

皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
納
め
て
き
た
保

険
料
と
、
現
在
働
い
て
い
る
若
い
世

代
の
人
た
ち
が
負
担
す
る
保
険
料
、

そ
れ
に
国
の
負
担
な
ど
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
円
滑
に
年
金
を
支
払
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
不

可
欠
な
要
件
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
す

る
た
め
に
、
ま
た
制
度
を
将
来
に
わ

た
っ
て
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め

に
行
わ
れ
る
保
険
料
の
改
正
に
つ
い

て
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
保
険
料
の
決
め
方
〉

国
民
年
金
の
保
険
料
は
所
得
の
多

少
に
か
か
わ
り
な
く
、
定
額
制
で
昭

弘
i
〈
ー
し

　
，

ノ

国年窓口

で
＼

　
／

＼

＼

和
五
十
八
年
四
月
か
ら
月
額
五
千
八

百
三
十
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
五
十
六
年
度
の
保
険
料
四
千
五
百

円
を
基
本
と
し
て
、
毎
年
三
百
五
十

円
ず
つ
加
算
し
た
額
に
以
後
の
物
価

上
昇
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
率
を
乗
じ
た

も
の
が
そ
の
年
度
の
保
険
料
額
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
三
百
五
十
円
加
算
し

て
く
る
と
、
五
十
九
年
度
の
保
険
料

は
五
千
五
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
が
、

五
十
八
年
度
ま
で
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

率
一
・
一
二
二
を
乗
じ
る
と
六
千
二

百
二
十
円
（
十
円
未
満
切
り
捨
て
）

に
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
を

　
　
　
振
り
込
み
ま
し
た

　
二
月
十
日
に
十
月
分
か
ら
一
月
分
ま

で
の
児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
を
し
て
あ
る
金
融
機

関
の
口
座
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
支
払
い
は
六
月
で
す
。
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申
告
は
正
し
く
早
く
”
L

昭
和
五
十
八
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

二
月
十
六
日
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り

ま
す
が
、
一
二
月
十
五
日
の
期
限
間
近
に

な
り
ま
す
と
税
務
署
は
た
い
へ
ん
混
雑

し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た

り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
は

で
き
る
だ
け
早
く
行
う
よ
う
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

確定申告出張相談日程

期日 時　間 会場 担　当

3月1日

3月2日 午前10時 総　　合 税務署
3月5日 ～

3月8日 午後4時 セソター 係　官

3月9日

　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　働　　　　　　　　　簡　　　　　　　　鼻　　　　　　　　塵　　　　　　　一　　　　　　　鵬　　　　　　幽　　　　　一　　　　　餉　　　　鱒　　　　一　　　一　　〇　　顧　鼻　騨幡一

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
一
年
間
の
所

　
得
を
自
ら
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、

■
緬
I
l
嗣
量
－
量
ロ
ー
l
I
慮
昌
l
o
o
l
1
1
昌
l
o
畠
i

所
得
税
は
「
申
告
納
税
制
度
」

納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
と

っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
申
告
と
納
税
を

さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　　ニ

置

確
定
申
告
が
必
要
な
人

　
次
に
該
当
す
る
人
は
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
地
代
や
家
賃

　
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売

　
っ
た
人
な
ど
で
、
五
十
八
年
中
の
所

　
得
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶

　
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

　
一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
二
か
所
以

　
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、
給

　
与
以
外
の
所
得
金
額
が
年
間
二
十
万

　
円
を
超
え
る
人

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

贈与税の申告
曽与税は、個人から財産をもら

セときに、財産をもらった人に
　
　
　
の

個
財
す
告

、
　
、
で
申
れ

は
に
金
の
ら

税
き
税
税
け

告は、2月1日から

、申告期限は3月15

　
　
　
　
　
　
の

与
と
る
与
付
す
与
族
り

贈
た
か
贈
け
で
贈
親
な

　
つ
か
　
　
受
日
　
　
の
と

税は、親と子、夫と妻など

の間で行われた贈与も対象

ます。

　
　
　
　
　
￥

ひ
．

　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
・
面

人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
問
違
っ

た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不

足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
無

申
告
加
算
税
、
あ
る
い
は
過
少
申
告
加

算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞
金
も
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
書
は
正
し
く

自
分
で
書
き
ま
し
ょ
う

申
告
書
を
書
く
と
き
に
は
、
　
「
申
告

書
の
書
き
か
た
」
や
「
所
得
税
の
確
定

中
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
し
て
、
正

し
く
自
分
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

　確定申告による所得税も贈与税

も申告期限と同じ3月15日までに

納税することになっています。

　しかし、所得税では確定申告で

納めることになる税額の2分の1

納税の期限も

　　　3月15日

以上を3月15日までに納めると、

残りの税額は5月31日まで延納す

ることができます。ただし年7．

3％の利子税がかかります。

　また、贈与税の場合は税額が5

万円を超えていて、一時に納付す

ることができないときは、担保を

提供して5年以内の年賦で納める

ことができます。ただし年6．6

％の利子税がかかります。

　便利な振り替えによる納税はい

かがですか。

　この制度を利用しますと、あな

たの預金口座から自動的に納税さ

れますので、納税のためにわざわ

口座振替が

　　　便利です

ざお出かけになる必要もなく、ま

た納め忘れの心配もないなど、手

数も省けてたいへん便利です。

　振替納税の申し込みは、銀行ま

たは税務署の窓口に備え付けてあ

るr預金口座振替依頼書」に所定

の事項を記載し、通帳に使用して

いる印鑑を押して金融機関・税務

署のいずれかへ提出するだけで済

みます。　（十日町税務署の電話番

号は0257－52－3181番です）

税
金
は
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
力
持
ち
ー
丸
山
美
根
さ
ん
（
訓
鄙
）

〔
税
の
標
語
58
年
度
十
日
町
税
務
署
長
優
秀
賞
〕
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確
定
申
告

　
　
　
　
税
金

がで

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
か
ら
税
金
が
天
引
さ
れ
、
年
末
調
整

で
清
算
さ
れ
ま
す
か
ら
、
給
与
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
以
下
の
人
は
確
定
申

の申告

2月16日から3月15日まで

戻
る
人

告
を
し
な
く
て
も
い
い
の
で
す
が
、
次

の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
の
一
部
が
戻
っ

て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告
も
所

得
税
の
確
定
申
告
と
同
様
、
二
月
十
六

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
に
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
住
民
税
だ
け
で
な
く
、

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
を
算
定
す
る
も

と
に
な
っ
た
り
、
各
種
証
明
資
料
に
用

い
ら
れ
る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
こ
ろ
は
正
し
く
も
れ
な

く
記
入
し
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
必
ず

役
場
に
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
民
税
の
申
告
で
不
明
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
税
務
課
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
が

　
　
必
要
な
人

　
住
民
税
の
申
告
は
、
今
年
の
一
月
一

日
現
在
川
西
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

前
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
す
べ
て
の
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
災
害
や
盗
難
な
ど
で
、
住
宅
や
家
財

　
に
損
害
を
受
け
、
そ
の
損
害
額
が
所

　
得
金
額
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

　
た
人
な
ど
（
雪
下
ろ
し
費
用
も
含
む
）

②
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
多
額
の
医
療

　
費
（
所
得
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
五
万

　
円
の
低
い
ほ
う
の
額
を
超
え
た
場
合
）

　
を
支
払
っ
た
人

③
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
る
方
や
、
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、

勤
め
先
か
ら
役
場
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ら
が

資
料
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
で
は
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
以
下
の
場
合
は
、
確
定

申
告
を
し
な
く
て
も
い
い
の
で
す
が
、

住
民
税
で
は
、
所
得
の
全
部
を
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
税
に
も
雑
損
控
除
（
雪
下
ろ
し

経
費
含
む
）
や
医
療
費
控
除
が
あ
り
ま

難羅…

　
、
灘
が
ら
難
欝
一
，
鱒
謙

　
、
燃
翻
…
曜
環
嶽
除
く
鷺

華
離
藏
懸
榊
譲
勢
讐
難
雛
『
．

　
　
薮
灘
曜
欝
…
縁
墾
繋
蒙
F
『

　
購
入
し
た
人
（
床
面
積
が
百
六
十
五

　
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
こ
と
）

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
再
就

　
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を

　
受
け
て
い
な
い
人
（
税
金
が
納
め
過

　
ぎ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
）
…
・

　
な
ど
。

※
還
付
申
告
用
紙
は
役
場
の
税
務
課
に

も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
領
収
書
な

ど
を
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
計
算
は

役
場
で
行
い
ま
す

　
昨
年
秋
に
「
耕
作
地
面
積
等
の
申
告
」

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

に
基
づ
き
農
業
所
得
の
計
算
は
役
場
で

行
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
で
、
農
業
所

得
（
白
色
）
の
あ
る
方
は
税
務
課
に
所

得
額
を
照
会
し
て
か
ら
申
告
書
を
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
の
電
話
番
号
は
6

8
1
3
1
1

1
番
、
有
線
は
2
1
4
2
番
で
す
。

各種控除の所得要件を引き上げる

　所得税の人的控除がそれぞれ1万円引き上

げになったことにより、住民税の次の点につ

いても改正がありました。

○配偶者控除・扶養控除の適用対象者となる

所得要件

区　　　分 改正後

　その所得が自分の勤労による
事業所得、給与所得、退職所得
または雑所得（以下r給与所得
等」といいます）だけである人

30万円

　その所得が給与所得等以外の
所得だけである人 10万円

　その所得が給与所得等と給与
所得等以外の所得との両方であ
る人

給与所得等の3分の1
と給与所得等以外の所
得との合計額が10万円

○勤労学生控除を受けられる年間所得　30万

　円

○寡婦控除を受ける場合の生計を一にする子

　の所得要件　53万円

○寡夫控除を受ける場合の生計を一にする子

　の所得要件　30万円



Il”””””””””1”ll””1”””1””1”””””1””ll“ll”””1”川””1”1”””1””””1”IIII”””””1””””ll””1””【8】”””ll”1

　56豪雪のときほどではありませ

んが、3年ぶりの大雪にいささか

参りぎみのことと拝察します。

　風邪を引いたりケガなどをしな

いよう、いましばらく雪との根比

べをしてください。

　これからは日ごとに暖かくなっ

ていきますから　　。

　
　
辮
馨
　
．

　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
羅
難
　
蚕

　
　
　
　
　
　
聾

　
　
馨
幾

　
　
謝
脚
講

　
　
齢
　
　
鞭

　
　
瑛
羅
　
　
　
蓉

　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
諺

　
馨
農
　
　
　
購

灘
惚

騒

鰍

　十日町地域地場産業振興センタ

ーでは、十日町市観光協会と共催

で、関係市町村内の企業、個人を

対象として、次により観光みやげ

品の新製品コンクールを行います。

　ふるってご応募ください。

とは

、手工芸品、竹細工、わ

などで当地域の観光みや

してふさわしいもの

（土）

場産業振興センター

丁目　盈57－2323）

　
　
な
し
日
日
所
地
6

品
類
工
と
期
31
場
町
町

新
食
ら
げ
締
3
受
十
（

①
　
　
　
②
　
③

上旬

1点　5万円

3点　2万円

若干点　1万円

製
品
細
品
切
月
付
日
本
査
月
金
選
選
作
表
報
賞
販
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
4
賞
特
入
佳
発
広
入
で
出
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
⑤
　
　
　
⑥
　広報かわにしに掲載

⑦入賞品はクロス10の物産ホール

　で販売促進を図る

③出品に際しては、出品者名、住

　所、電話番号、製品名、原材料

　を明記したものを添付

碧
孝
ギ
箋
諺
架
3
奮
壷
毒
蒙
球
隻
蓄
轡
国
薮
潔
蒙
き
馨
瑳
讐
薄
野
爵
強
讐
聾
叢
裁
、
撃
＄
彫
嚢
・

朝
の
県
道
で
の
一
こ
ま

写
真
は
、
二
月
二
日
午
前
八
時
、
木

島
の
県
道
で
の
一
こ
ま
で
す
。

　
こ
の
時
間
に
は
、
登
校
の
小
．
中
学

藩

生
の
列
や
通
勤
の
マ
イ
カ
ー
が
通
り
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。

小
学
生
は
歩
道
、
中
学
生
は
車
道
を

歩
い
て
い
ま
し
た
。
歩
道
は
高
い
と
こ

ろ
や
滑
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
チ
ビ
っ
子

た
ち
は
歩
き
に
く
そ
う
で
し
た
。

　
歩
道
側
の
方
々
に
は
屋
敷
に
面
し
て

い
る
部
分
を
め
ん
ど
う
見
て
い
た
だ
き
、

反
対
側
の
方
々
に
は
車
道
を
広
く
確
保

す
る
よ
う
願
い
た
い
も
の
で
す
。

．
編

欝
縫
鷺
灘
灘
灘
難

　
　
毒
　
モ
■

サ
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
構

　
み

　
　
イ

　
識

　
多
　
庫
藝

滋

婿障脚繭蘭幅

町
婁
テ
黍

大
ぜ
い
の
ご
参
加
を

川
西
町
ス
キ
ー
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
町
民
ス
キ
ー
大
会
を
行
い
ま
す
。

大
ぜ
い
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

冷
盈
懸
難
．

触
　
、

＝慰

灘

中仙田で将棋大会

己織．副
仙
田
地
区
将
棋
愛
好
会
の
新
春
将
棋

大
会
は
、
今
年
が
九
回
目
に
な
る
と
の

こ
と
。

先
月
十
六
日
、
中
仙
田
集
会
場
に
は

仙
田
ば
か
り
で
な
く
、
千
手
、
上
野
、

rムズカシイ局面」です

橘
か
ら
も
“
つ
わ
も
の
”
が
集
ま
り
、

総
勢
二
十
一
人
が
A
級
、
B
級
そ
れ
ぞ

れ
の
優
勝
を
目
ざ
し
、
熱
戦
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。

徽隙轍馳轍副卵

①
滑
降
．
回
転

▼
日
時
　
二
月
十
九
日
（
日
）

　
　
　
午
前
九
時
か
ら

▼
場
所
　
千
手
羽
黒
山
ス
キ
ー
場
（
千

γ
鷺

　
　
手
浄
水
場
隣
）

▼
参
加
資
格
　
川
西
町
民
お
よ
び
川
西

　
　
町
に
勤
務
・
在
学
す
る
人
（

　
　
小
・
中
学
生
を
除
く
）

▼
参
加
料
不
要

②
距
離

▼
日
時
三
月
四
日
（
日
）

　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

▼
場
所
　
川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
資
格
　
町
内
小
・
中
学
生
、
高

　
　
　
校
生
、
一
般
町
民
（
町
内
勤

　
　
　
務
者
含
む
）

▼
参
加
料
　
百
円
（
保
険
料
）

回
申
込
締
切

滑
降
・
回
転
　
二
月
十
七
日

距
離
　
　
　
　
二
月
二
十
五
日

回
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
体
育
館
内
社
会
教
育
課
（
盈
68

1
2
1
6
7
　
有
線
5
5
8
8
）
ま

　
た
は
役
場
総
務
課
押
木
（
盈
6

8
1
3

　
1
1
1
　
有
線
2
1
3
3
）
へ
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新
潟
県
史
五
巻
を
刊
行

　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事
業
と

し
て
、
編
さ
ん
を
進
め
て
い
る
「
新
潟

県
史
」
は
、
前
年
度
に
続
い
て
、
五
十

九
年
三
月
末
に
五
巻
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　
刊
行
予
定
の
五
巻
は
、
県
内
外
の
貴

重
な
未
公
刊
史
料
を
多
数
紹
介
し
て
お

り
、
新
潟
県
を
知
る
上
で
不
可
欠
の
資

　
〈
近
代
六
産
業
経
済
編
H
〉

鞭
．
鰭
鋸
、

・
鱒
雛

購
鑓

鰹
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
織

料
編
で
す
。

　
前
年
度
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
十
六
巻

も
ご
高
評
を
得
て
、
県
内
外
の
方
々
に

愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
購
読
を
お
勧
め
し
ま

す
。◇

今
回
刊
行
巻
の
内
容

か
ら

．
資
料
編
5
　
中
世
二

　
文
書
編
皿
．
五
、
一
〇

　
〇
円

．
資
料
編
1
0
　
近
世
五

流
通
編
　
五
、
一
〇
〇

円
．
資
料
編
1
2
　
近
世
七

幕
末
編
　
五
、
〇
五
〇

円
．
資
料
編
1
8
　
近
代
六

産
業
経
済
編
皿
　
五
、

○
○
○
円

．
資
料
編
2
3
　
民
俗
文
化

　
財
二
　
民
俗
編
皿
　
四
、
九
五
〇
円

　
　
（
送
料
別
）

　
な
お
、
既
刊
の
十
六
巻
の
資
料
編
も

ま
だ
在
庫
が
あ
る
そ
う
で
す
。

◇
申
込
先
　
〒
9
5
1
　
新
潟
市
学
校

町
通
一
番
町
六
〇
二
番
地
　
新
潟
県
総

務
部
県
史
編
さ
ん
室
（
a
O
2
5
2
－

23
－
5
5
1
1
）

◇
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

購
入
巻
名
、
冊
数
、
公
私
用
別
、
電
話

番
号
な
ど
を
記
入
し
て
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

郵
便
も
の
し
り
欄

▼
手
紙
や
は
が
き
の
表
面
に
は
、
手
紙

の
場
合
は
表
面
下
部
三
分
の
一
、
は
が

き
の
場
合
は
表
面
下
部
二
分
の
一
に
は
、

通
信
文
な
ど
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
は
が
き
の
裏
面
に
は
、
は
が
き
の
重

量
が
六
グ
ラ
ム
以
内
な
ら
、
薄
い
紙
な

ど
を
密
着
さ
せ
て
は
り
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

産業別の最低賃金
　繊　維　産　業

1日　3，256円
（時間給の人は1時間407円）

※糸繰り、糸始末、清掃、メリヤ

ス縫製、衣服・ほかの繊維製品製

造：業の人は3，168円（1時間396

艮製造業、縫製技能習得中の

〒潟県最低賃金の3，151円（

目394円）を適用

1　59年2月3日

・木製品・家具・装備品

業

3，592円

身給の人は1時間449円）

筥作り、袋詰め、清掃、片付

臼いなどに従事する人、家具

妻製造業で技能習得中の人は

5円（1時間409円）
1　58年12月25日

”
・
金
属
製 品等製造業およ

動車整備業

3，697円

月給の人は1時間463円）

・な業務に主として従事する

1能習得中の人は新潟県最低

・3，151円（1時間394円〉

59年1月21日

繊
螺
轡
蒲
糊
華
備
鑛
辮
…
幣
遡
無

わ
し
の
　
　
　
惣

　
　
　
　
　
自
峰
馬
甑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
へ
、
ξ
ず

澱
凪
潮
伽
鳶
黄
ゆ
“
晶
嬬
惚
富
惣
質
脚
禽
軌
帰
甑
ρ
．

三
・
三
メ
ー
ト
ル
の

　
　
大
ツ
ラ
ラ

　
　
仁
田

　
　
田
　
中
　
英
　
雄
さ
ん

　
「
う
ち
の
軒
先
に
大
ッ
ラ
ラ
が
下

が
っ
て
い
る
の
で
見
に
来
ね
え
か
い
。

仁
田
の
沢
田
屋
で
す
が
」

　
こ
の
欄
に
と
っ
て
は
、
こ
の
上
も

な
い
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
先
月
二

十
八
日
の
朝
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
六
尺
く
ら
い
の

で
っ
か
い
の
が
下
が
り
ま
す
が
、
こ

ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
の
は
は
じ
め

て
で
す
。
そ
れ
に
ツ
ラ
ラ
は
長
く
な

る
と
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
ま
っ
す
ぐ
で
す
」

　
こ
の
と
き
の
長
さ
が
三
メ
ー
ト
ル

三
十
セ
ン
チ
、
直
径
は
二
十
五
セ
ン

チ
ほ
ど
。

　
「
十
九
日
に
雪
下
ろ
し
を
し
た
の

で
十
日
間
か
か
っ
て
で
き
た
こ
と
に

な
り
ま
す
」

　
ツ
ラ
ラ
は
滴
が
次
々
と
凍
っ
て
で

き
る
も
の
だ
か
ら
、
寒
い
だ
け
で
は

長
く
な
ら
な
い
。
人
け
の
な
い
建
物

に
は
小
さ
い
も
の
し
か
見
え
な
い
。

　
「
ッ
ラ
ラ
に
は
条
件
が
い
い
と
こ

ろ
ら
し
い
で
す
。
こ
こ
は
仕
事
部
屋

に
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
一
日
中

ス
ト
ー
ブ
を
た
い
て
い
ま
す
か
ら
。

雨
ど
い
の
関
係
も
あ
る
ら
し
い
で
す
」

　
そ
れ
と
、
こ
こ
は
日
当
た
り
が
よ

く
た
り
、
ま
た
風
当
た
り
も
強
い
場

所
と
の
こ
と
。

　
「
今
年
の
冬
、
特
に
夜
は
冷
え
込

み
ま
す
の
で
こ
ん
な
に
な
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
」

大
ッ
ラ
ラ
に
は
吹
雪
が
凍
り
付
い

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

大ツララと田．中
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中小企業従事者

災害対策資金の貸し付け

◇利用できる人

　中小企業に雇用されている勤労

者で、次のいずれかに該当する人

①災害で、自己または家族が負傷

　し、1か月以上医師の治療を必
　要の人

②災害で、自ら居住する住宅が全

　壊（全焼）、流失、半壊（半焼）

　または床上浸水した人

③災害で、家屋全体の4分の1以
　上が減失または損壊した人

④豪雪で、災害救助法の適用を受

　けたときの屋根の雪下ろし、ほ

　かで臨時に資金を必要の人

⑤その他、知事が必要とし認めた

　人

◇貸付条件

　貸付金額　10万円以上30万円ま

　　　　　　で

　貸付利率　年6．0％
　貸付期間　3年以内………など。

◇申込受付期限

　3月20日まで
◇取扱金融機関

　新潟県労働金庫

◇申込方法

　借入申込書に関係書類を添えて、

　労金に提出

（十日町支店は寿町4丁目857－
8300）

』

金
融
公
庫
の

住
宅
建
設
資
金
は
い
か
が

交
通
災
害
共
済

今
年
も

　
“
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で
会
員
相

互
の
助
け
合
い
”
と
い
う
こ
と
で
、
万

一
の
場
合
最
高
百
万
円
の
見
舞
金
が
受

け
ら
れ
る
交
通
災
害
共
済
制
度
が
発
足

し
て
か
ら
今
年
で
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
、
川
西

町
で
は
会
員
数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
五
十
六
年
度
が
八
四
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
、
五
十
七
年
度
が
八
五
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
、
五
十
八
年
度
は
八
七
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
と
い
う
加
入
率
に
な
り
ま
し

た
。

　
見
舞
金
の
給
付
は
、
五
十
六
年
度
二

十
件
百
十
一
万
円
、
五
十
七
年
度
十
七

件
百
九
十
四
万
円
、
五
十
八
年
度
（
十

二
月
末
現
在
）
二
十
七
件
百
四
十
四
万

円
と
た
い
へ
ん
多
く
の
方
々
に
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。

一
一と

ご
加
入
を

　
最
近
の
見
舞
金
請
求
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
す
と
、
子
供
の
自
転
車
に
ょ
る

転
倒
事
故
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
に
よ
る

事
故
が
特
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
災
害
共
済
は
、
自
動
車
、
バ
イ

ク
に
よ
る
事
故
だ
け
で
な
く
、
耕
う
ん

機
、
自
転
車
（
幼
児
用
は
除
く
）
の
事

故
に
つ
い
て
も
見
舞
金
が
給
付
さ
れ
ま

す
。

　
ふ
だ
ん
注
意
し
て
い
て
も
万
一
と
い

う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
全
員

が
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
た
だ
今
嘱
託
員
を
通
じ
五
十
九
年
度

の
会
員
を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
三
月
い
っ

ぱ
い
で
共
済
期
間
が
終
わ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
加
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
加
入
方
法
や
見
舞
金
請
求
手
続
き
で

不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
住

民
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
申
込
受
付
場
所

＊
県
信
用
組
合
川
西
支
店

＊
新
潟
川
西
農
協
千
手
支
所

＊＊＊

　
〃
　
　
上
野
支
所

　
〃
　
　
橘
支
所

　
〃
　
　
仙
田
支
所

（
千
手
中
央
店
、
出
張
所
は
除
く
）

＊
川
西
町
役
場
会
計
窓
口

老
人
医
療
費
受
給
者
証

変
更
届
け
を
お
忘
れ
な
く

　
「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
に
次
の

変
更
が
生
じ
ま
し
た
ら
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

①
生
活
保
護
、
本
人
社
保
加
入
、
喪
失

②
氏
名
の
変
更

③
医
療
保
険
の
種
類
ま
た
は
記
載
事
項

　
の
変
更

④
居
住
地
の
変
更

⑤
扶
養
義
務
者
等
の
変
更

⑥
転
入
、
転
出
の
届
け
出

⑦
死
亡
の
届
け
出

　
変
更
届
け
は
、
印
鑑
・
健
康
保
険
証

・
老
人
医
療
費
受
給
者
証
を
持
参
の
う

え
、
役
場
健
康
管
理
室
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

野
う
さ
ぎ
駆
除

　
猟
銃
に
よ
る
野
う
さ
ぎ
駆
除
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
場
所
に
つ
い
て

は
有
線
放
送
・
広
報
無
線
で
そ
の
都
度

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
駆
除
日
時
二
月
二
十
日
、
二
十
六

　
日
、
三
月
四
日
、
十
一
日
、
十
八
日
、

　
二
十
日

　
午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で

②
実
施
区
域
　
町
内
の
山
間
部
全
域

③
駆
除
目
的
　
造
林
地
の
食
害
防
止

④
駆
除
従
事
　
川
西
町
猟
友
会
の
二
十

　
七
人

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅
建

設
資
金
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を
次
に

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

○
受
付
期
限
　
二
月
二
十
九
日
ま
で

○
選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ

　
り
行
い
ま
す

○
融
資
額
・
利
率
　
別
表
の
と
お
り

○
返
済
期
間
木
造
の
場
合
二
十
五
年

　
以
内

○
申
込
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

　
関

※
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
公
庫
業

務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

率利と額資融

住宅の床面積
利　　　　率

融資限度額
当初10年間 11年目以降

50㎡～110ガ以下
　　　（135ガ以下）

5．5％ 7．3％ 480万円

110寵超～135斌以下
（135η超～165斌以下） 6．5％ 7．3％ 530万円

135㎡超～165㎡以下 7．3％ 7．3％ 530万円

（）内は老人同居等の場合
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匙息
善

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
豪
雪
見
舞
寄
付
金

※
第
四
銀
行
（
中
村
正
秀
頭
取
）
か
ら

　
五
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
樋
口
茂
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
一
二
万
円

※
原
博
光
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
二
万
円

囹
広
報
発
行
の
一
助
に
と

※
東
京
．
大
田
区
に
お
住
い
の
高
津
進

さ
ん
か
ら
三
万
円

　
ジ
ャ
ン
プ
が
さ
六
百
本

　
　
生
命
共
済
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
新
潟
県
生
命
共
済
農
業
協
同
組
合
連

　
合
会
で
は
、
先
月
十
日
に
新
潟
川
西
農

　
協
を
通
じ
て
、
児
童
用
雨
が
さ
（
黄
色

幽
の
ジ
ャ
ン
プ
洋
が
さ
）
六
百
本
を
町
内

　
の
各
小
学
校
ヘ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

　
た
。

心
配
ご
と
相
談

．
2
月
1
5
日
．
．
…
し
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

．
2
月
22
日
．
．
．
・
・
－
…
総
合
セ
ン
タ
ー

．
2
月
2
8
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

．
3
月
7
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
上
野
連
絡
所

．
広
田
育
郎
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
、
五

勺
マ
ス
、
オ
タ
マ

．
小
韻
藤
吉
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
、
馬

耕
鋤
、
イ
ン
グ
ワ
、
ヤ
レ
木
（
土
．
解

用
）

．
星
名
イ
シ
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
ワ

ラ
グ
ツ

．
坪
山
部
落
か
ら
、
葬
儀
用
具
一
式
、

ヤ
カ
ン
、
一
升
マ
ス
、
火
吹
竹
、
茶

｝鷺饗螺繁喚鯉’｝’恥｛｛岬”｝噛｛｛｛｛｛｛・岬｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i』電衡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、＼る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼1きこぽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　
魯

　
　
　
わ
ん

飲
茶
椀
、
ほ
か
多
数

．
関
口
清
太
郎
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、

し
め
縄

．
田
村
文
作
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
、

　
、
、
、
ノ

・
山
家
勝
由
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、
蚕

綱
、
回
転
ッ
ク
、
鉄
響
ほ
か
多
数

．
関
口
昇
さ
ん
（
十
日
町
市
川
治
）
か

ら
、
ツ
キ
皮
、
竹
皮

．
渡
辺
音
治
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
綿

入
れ
、
産
着

　　　　　　　　　　　肉　　　　　　　　　繋　　　　　　　　繍
　　　　　　響　　　　鎌　　　難　羅羅

　　　　　　　　　　　　　海
　　　　　　　　　　　蓼羅　　　　　　　　　藩　　　　　　　　　

　　　　　　　き　　　　　　き　　　　　き　　　　　

　　　　繋

　　　き　　　　　

停電の
　　わ艇ロうせ

今回はありません。

※電線に注意しましょう！

酵糠穐硬応琳鱒劉畷㎏鷹，糞岬

亀
Q
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一
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．
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．
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．
．
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．
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．
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．
．
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．
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・
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一
．
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．
…
一
働
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．
．
三
9
．
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．
3
…
。
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．
．
．
｛
一
釦
3
一
…
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一
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3
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一
一
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3
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．
3
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一
3
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三
9
三
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3
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3
の
3
も
3
ξ
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“
一
一
3
3
一
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3
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三
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一
噂
三
。
一
3
｛
…
。
。
…
一
…
一
…
…
』
…
。
一
3
一
一
＝
一
一
5

　
　
一
時
廃
れ
ぎ
み
だ
っ
た
「
ほ
ん
や
ら
洞
」
や
「
鳥
追
い
」
　
「
ど

　
ん
ど
焼
き
」
な
ど
の
小
正
月
の
行
事
が
、
こ
の
と
こ
ろ
各
地
で
活

　
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
・

　
　
先
月
十
四
日
の
夜
、
町
内
を
回
っ
て
み
ま
し
た
の
で
、
写
真
で

　
紹
介
し
ま
す
。

小
正
月
行
事
各
地
で
盛
ん

；
－
…
。
：
，
，
一

　
　
　
　
一

　神社町お母さんの作ってくれた
「ほんやら洞」でカルタに熱中

下原　　村中の子供たちが一つの

rほんやら洞」で楽しみました。
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ロ

｝
　
上
野
　
「
あ
の
鳥
ど
こ
か
ら
追
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
っ
て
き
た
．
．
…
・
…
」
鳥
追
い
に
出
発
。
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
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今
年
は
豊
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で
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う
　
　
　
　
　
　
　
…

の
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礪講難、羅欝・麟轟鰯誉旦灘藩酒心ヨ
「
適
正
飲
酒
」

心
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
②

酒
は
昔
か
ら
「
百
薬
の
長
」
と
ま

で
い
わ
れ
、
ど
ん
な
時
代
に
も
人
間

は
酒
と
縁
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
き

ま
し
た
。
仕
事
の
後
の
一
杯
、
友
人

と
く
み
交
わ
す
酒
、
祝
い
酒
、
悲
し

い
酒
1
。
酒
は
疲
れ
を
取
り
、
緊

張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
、
日
常
生
活
に

潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
日
本
独
得
の
酒
の
文
化
と
も
い
う

べ
き
「
晩
酌
」
に
は
…
…

　
　
　
　
①
時
間
が
一
定
（
仕
事
が

　
終
え
夕
方
か
ら
飲
む
）

②
場
所
が
一
定
（
家
庭
で

　
飲
む
）

③
酒
量
が
一
定
（
ご
く
少

　
量
）

④
飲
酒
の
パ
タ
ー
ン
が
一

　
定
（
毎
日
飲
む
）

　
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
①
か
ら
③
ま
で
は
健

康
を
考
え
る
「
適
正
飲
酒
」

の
条
件
と
し
て
は
理
想
的

で
す
。
し
か
し
問
題
は
④

の
毎
日
飲
む
こ
と
で
す
。

　
で
は
、
上
手
に
酒
と
つ

き
あ
う
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
…
・
．
．

①
自
分
も
他
人
も
楽
し
く

　
な
る
よ
う
に
飲
も
う

②
酒
の
無
理
強
い
を
し
な
い

③
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
飲
も
う

④
食
べ
な
が
ら
飲
も
う

⑤
遅
く
て
も
夜
十
二
時
で
や
め
よ
う

⑥
酒
の
量
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑦
強
い
酒
は
薄
め
て
飲
も
う

⑧
毎
日
続
け
て
飲
ま
な
い
で
週
二
日

　
は
休
閑
日
を
実
施
し
よ
う

　
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
酒
も
下
手
な

飲
み
方
、
誤
っ
た
飲
み
方
を
す
る
と

事
故
の
原
因
に
も
な
り
、
家
庭
的
、

社
会
的
悲
劇
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
酒
を
上
手
に
飲
め
な
い
人
、
酒
に

飲
ま
れ
て
し
ま
う
人
は
、
酒
を
や
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
該
当
し
ま

す
。
酒
を
や
め
よ
う
と
決
意
し
た
人

た
ち
が
自
発
的
に
活
動
し
て
い
る
会

（
断
酒
会
）
が
十
日
町
保
健
所
管
内

に
も
あ
り
ま
す
。

　
酒
の
た
め
に
困
っ
て
い
る
方
は
、

保
健
所
、
役
場
の
保
健
婦
に
相
談
く

だ
さ
い
。

）』

）

蓬
骸
誓
骸
嚢
蓄

戸
籍
の
窓
か
ら

りφ

射彦
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お
す
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か
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あ
ん
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高
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杏
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直
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長
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赤
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
小
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闘
　
　
岬
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太
田
白
南
風
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霜
条
星
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○
不
揃
い
に
降
り
平
ら
か
に
雪
積
る

○
牡
丹
雪
華
や
ぐ
空
の
広
さ
か
な

　
軒
氷
柱
一
つ
一
つ
に
月
を
上
ぐ

　
軒
氷
柱
音
の
大
き
く
落
ち
に
け
り

　
百
姓
に
寒
九
の
雨
の
縁
起
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

○
行
く
こ
と
も
退
く
な
ら
ざ
る
吹
雪
中

○
代
教
の
女
教
師
や
雪
眼
鏡

柄
澤
み
ゅ
き
幸
弘

　
　
　
は
る
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登
坂
春
菜
英
一

　
　
　
か
す
み

北
村
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力
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新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
…
…
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敬
称
略
）

【
千
手
地
区
】

○
山
野
田
住
宅
・
横
山
乙
和
、
○
木
島

公
社
・
堀
隆
行

【
上
野
地
区
】

○
元
町
・
押
木
喜
策
、
○
下
平
新
田
．

沢
口
富
士
雄
、
○
小
根
岸
・
小
海
新
一

ど
ん
ど
火
に
赤
み
し
顔
に
冷
の
酒

ど
ん
ど
火
に
背
向
け
て
酒
を
貰
ひ
け
り

味
噌
酒
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ど
よ
く
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来
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寒
の
内
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領
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橋
た
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し

村
見
ゆ
る
小
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き
丘
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ん
ど
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素
十
讃
へ
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炉
を
囲
み

捨
水
の
は
や
凍
り
た
る
寒
の
入
り

待
針
の
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と
り
ど
り
の
針
供
養

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品

大
粒
の
転
作
大
豆
鬼
を
打
つ

寒
月
の
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璃
戸
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画
く
凍
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模
様

風
花
や
駒
の
雪
山
夕
日
影

　
　
　
　
　
　
　
赤
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？

　
〔
訂
正
と
お
わ
び
〕

　
前
号
、
戸
籍
の
窓
か
ら
の
「
う
ぶ
声

…
…
」
の
欄
で
、
　
“
丸
山
美
恵
ワ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
み
え

っ
て
い
る
の
は
、
　
“
丸
山
裕
美
恵
”
ち

ゃ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
住
所
の
“
原
田
”

も
“
下
原
”
の
誤
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
十
三
ぺ
ー
ジ
の
「
嘱
託
員
」

の
欄
の
四
郎
兼
・
“
喜
田
善
一
”
も
“

喜
多
善
7
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

卸
し
て
も
卸
し
て
も
亦
雪
卸
し

卸
し
た
る
雪
に
窓
々
埋
も
り
し

雪
山
の
重
り
合
ひ
て
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

寒
梅
の
ふ
く
ら
み
そ
め
し
二
二
輪

方
々
に
雪
だ
る
ま
出
来
雪
晴
る
・

う
つ
く
し
き
日
和
と
な
り
ぬ
雪
の
上

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

杉
の
穂
の
雪
落
し
つ
・
烏
と
ぶ

雪
卸
す
人
を
見
上
げ
て
旅
の
人

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

七
彩
の
変
化
に
暮
る
・
軒
氷
柱

岩
肌
に
し
が
み
て
長
き
滝
氷
柱

　　　　　（）内は前年比較
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